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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 33,598 1.8 2,021 △0.5 2,060 6.2 983 △22.0
23年3月期第2四半期 33,002 9.5 2,031 294.1 1,940 477.0 1,261 ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 893百万円 （△17.9％） 23年3月期第2四半期 1,088百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 13.58 ―
23年3月期第2四半期 17.27 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 77,903 41,041 51.8
23年3月期 76,775 40,845 52.1

（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  40,391百万円 23年3月期  40,023百万円

2.  配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 3.00 ― 5.00 8.00
24年3月期 ― 4.00

24年3月期（予想） ― 4.00 8.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 70,000 4.9 4,300 1.9 4,100 1.2 2,000 △19.4 27.66



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 78,698,816 株 23年3月期 78,698,816 株

② 期末自己株式数 24年3月期2Q 6,518,895 株 23年3月期 6,015,957 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 72,411,548 株 23年3月期2Q 73,037,960 株
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1．当四半期決算に関する定性的情報
(1)連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災で影響を受けたサプライチェーンの復旧に

伴い、企業の生産活動や輸出さらには個人消費についても持ち直しの動きが見られました。しかしながら、依

然として厳しい雇用情勢やデフレの継続、さらには、欧州の金融不安や米国経済の停滞懸念を背景に、記録的

な円高や株安が継続し、輸出企業の業績の下振れ圧力が強まるなど、景気は厳しい状況で推移しました。

このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は335億9千8百万円（前年同期比

1.8％増）、営業利益は20億2千1百万円（前年同期比0.5％減）、経常利益は20億6千万円（前年同期比6.2％

増）、四半期純利益は9億8千3百万円（前年同期比22.0％減）となりました。

セグメント別の事業の状況は、次のとおりであります。

住環境事業

住宅資材部門は、新雨どいシステムのジェットラインがハウスメーカー・ビルダーでの採用の増加により、

順調に推移しました。また、戸建住宅の新設住宅着工戸数が増加したことにより、小口径マスのパイプインバ

ート等の管工機材の需要も増加し、売上は前年同期を上回りました。

採光建材部門は、ポリカーボネート製波板、平板、加工品共に順調に推移しました。波板は災害復旧用途に、

平板は道路・鉄道の透光板向けに、加工品は工場・倉庫改修向けに、各々需要が増加したことにより、売上は

前年同期を上回りました。

環境・土木部門は、東日本大震災による予算執行の遅れが影響し、公共投資を中心に、低調に推移し、部門

の売上は前年同期を下回りました。

エンジニアリング部門は、管更生分野（下水管渠のリニューアル材）が、前年度からの物件が今期にずれ込

んだことにより、売上は前年同期を上回りました。一方、上下水分野は、大型物件の減少により、低調に推移

しました。

その結果、住環境事業の売上高は、174億7千2百万円（前年同期比6.1％増）、営業利益は、9億3千7百万円

（前年同期比12.5％増）となりました。

床事業

床事業は、東日本大震災の影響によるマンション改修工事の遅れなどが発生したことにより、売上は前年同

期を下回りました。また、利益面では原材料価格上昇の影響を受けました。その結果、床事業の売上高は、40

億9千2百万円（前年同期比2.7％減）、営業利益は、7億7千1百万円（前年同期比19.7％減）となりました。

高機能材事業

プレート部門は、東日本大震災の影響や欧米の景気減速による生産調整により、ＩＴ関連企業の生産計画の

先送りなどの動きが見られ、ＦＭプレート（難燃材料）や制電プレートなど工業用プレートの需要が低迷し、

売上は前年同期を下回りました。

ポリカプレート部門は、機械カバー用途を主体とした高機能品が堅調に推移しましたが、汎用品および光学

品が伸び悩み、売上は前年同期を下回りました。

また、その他の部門においては、樹脂製タンク等の震災復旧需要等が増加し、売上は前年同期を上回りまし

た。

その結果、高機能材事業の売上高は、109億4千7百万円（前年同期比4.0％減）、営業利益は、2億8千5百万円

（前年同期比2.8％減）となりました。

メディカル事業

骨接合材料部門は、頭蓋顎顔面外科分野のスーパーフィクソーブＭＸの販売及び整形外科・胸部外科・心臓

血管外科分野を中心とするスーパーフィクソーブの販売がともに順調に推移し、全体として売上は前年同期を

上回りました。

その結果、メディカル事業の売上高は、10億8千6百万円（前年同期比17.2％増）、営業利益は、2千6百万円

（前年同期は5千6百万円の営業損失）となりました。

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(資産、負債及び純資産の状況)

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末より11億2千7百万円増加し、779億3百万円とな

りました。これは、有形固定資産が7億1百万円減少したものの、主に現金及び預金、商品及び製品が増加した

ことにより、流動資産が19億4千5百万円増加したことによるものです。一方、負債は、前連結会計年度末より9

億3千1百万円増加し、368億6千1百万円となりました。これは主に支払手形及び買掛金の増加により流動負債が

5億2千2百万円増加したことによるものです。また、純資産は、前連結会計年度末より1億9千5百万円増加し、

410億4千1百万円となりました。自己資本比率は、51.8％となりました。
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（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物残高は、全連結会計年度末から13億8千7百万円増加し、

94億8千3百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、28億1千8百万円の増加となりました（前年同四半期は61億8千8百

万円の増加）。これは、主にたな卸資産の増加による減少要因が13億円ありましたが、税金等調整前当期純

利益19億5千2百万円、減価償却費15億6千4百万円の計上と仕入債務の増加9億6千7百万円の増加要因によるも

のです。

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは、11億4百万円の減少となりました（前年同四半期は23億2千3百万円

の減少）。これは、主に有形固定資産の取得による支出11億3千9百万円によるものです。

財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは、3億6千6百万円の減少となりました（前年同四半期は24億8千3百万

円の減少）。これは、主に配当金の支払によるものです。

(3)連結業績予想に関する定性的情報
平成23年5月12日に公表いたしました連結業績予想から変更ありません。

2. サマリー情報（その他）に関する情報
(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

税金費用の計算

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

(4) 追加情報
会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用

当第２四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び誤謬の訂正により、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月4日）及び「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月4日）を適用しており

ます。



４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,105 9,491

受取手形及び売掛金 23,181 22,606

有価証券 19 19

商品及び製品 6,492 7,270

仕掛品 2,322 2,615

原材料及び貯蔵品 1,762 1,856

繰延税金資産 755 758

その他 991 938

貸倒引当金 △156 △138

流動資産合計 43,473 45,419

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,826 7,504

機械装置及び運搬具（純額） 4,857 4,579

土地 10,364 10,073

建設仮勘定 123 376

その他（純額） 1,160 1,097

有形固定資産合計 24,332 23,630

無形固定資産

のれん 436 360

その他 479 457

無形固定資産合計 915 817

投資その他の資産

投資有価証券 2,997 2,980

繰延税金資産 3,676 3,741

その他 1,651 1,533

貸倒引当金 △271 △219

投資その他の資産合計 8,053 8,035

固定資産合計 33,302 32,483

資産合計 76,775 77,903

―４―
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,851 14,362

短期借入金 3,062 3,096

1年内返済予定の長期借入金 600 300

未払法人税等 988 977

賞与引当金 910 905

その他 3,190 3,483

流動負債合計 22,603 23,125

固定負債

長期借入金 1,000 1,500

繰延税金負債 967 963

退職給付引当金 10,022 9,981

役員退職慰労引当金 218 172

資産除去債務 200 201

その他 917 917

固定負債合計 13,326 13,736

負債合計 35,930 36,861

純資産の部

株主資本

資本金 15,189 15,189

資本剰余金 14,667 14,667

利益剰余金 11,671 12,328

自己株式 △1,731 △1,880

株主資本合計 39,796 40,304

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 300 161

為替換算調整勘定 △73 △73

その他の包括利益累計額合計 227 87

少数株主持分 821 649

純資産合計 40,845 41,041

負債純資産合計 76,775 77,903
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

売上高 33,002 33,598

売上原価 21,781 22,447

売上総利益 11,220 11,151

販売費及び一般管理費 9,189 9,130

営業利益 2,031 2,021

営業外収益

受取配当金 38 41

その他 133 132

営業外収益合計 172 174

営業外費用

支払利息 56 60

たな卸資産処分損 69 31

その他 136 43

営業外費用合計 263 135

経常利益 1,940 2,060

特別利益

投資有価証券売却益 10 －

保険解約返戻金 5 －

その他 1 0

特別利益合計 17 0

特別損失

固定資産処分損 28 42

減損損失 9 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 217 －

災害による損失 － 32

事務所移転費用 － 32

その他 1 －

特別損失合計 256 108

税金等調整前四半期純利益 1,700 1,952

法人税等 438 920

少数株主損益調整前四半期純利益 1,262 1,032

少数株主利益 0 48

四半期純利益 1,261 983
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（四半期連結包括利益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,262 1,032

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △166 △137

為替換算調整勘定 △6 △0

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △0

その他の包括利益合計 △173 △138

四半期包括利益 1,088 893

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,096 843

少数株主に係る四半期包括利益 △8 50
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,700 1,952

減価償却費 1,655 1,564

退職給付引当金の増減額（△は減少） △72 △82

賞与引当金の増減額（△は減少） 79 3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 217 －

のれん償却額 28 48

受取利息及び受取配当金 △44 △43

支払利息 56 35

売上債権の増減額（△は増加） 2,263 297

たな卸資産の増減額（△は増加） △390 △1,300

仕入債務の増減額（△は減少） 1,073 967

その他 39 153

小計 6,608 3,596

利息及び配当金の受取額 46 36

利息の支払額 △55 △35

補助金の受取額 － 18

法人税等の支払額 △410 △797

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,188 2,818

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 301 －

有形固定資産の取得による支出 △944 △1,139

有形固定資産の売却による収入 0 －

無形固定資産の取得による支出 △149 △77

投資有価証券の取得による支出 △57 △10

投資有価証券の売却による収入 12 －

投資有価証券の償還による収入 200 －

長期前払費用の取得による支出 △168 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入

－ 88

子会社株式の取得による支出 △1,565 －

その他 48 34

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,323 △1,104

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,603 48

長期借入れによる収入 － 500

長期借入金の返済による支出 △550 △300

リース債務の返済による支出 △110 △99

自己株式の取得による支出 △0 △149

配当金の支払額 △219 △362

少数株主への配当金の支払額 － △3

その他 0 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,483 △366

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,375 1,346

現金及び現金同等物の期首残高 9,033 8,096

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 39

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,409 9,483
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(4)継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません

(5)セグメント情報等
(セグメント情報)

前第２四半期連結累計期間(自 平成22年4月 1日  至 平成22年9月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高、利益または損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント 調整額 計

住環境 床 高機能材 メディカル 計

売上高

外部顧客への売上高 16,469 4,207 11,398 926 33,002 － 33,002

セグメント間の内部

売上高又は振替高
20 8 3 － 32 (32) －

計 16,489 4,215 11,402 926 33,034 (32) 33,002

セグメント利益

又は損失(△)
833 960 293 △56 2,031 － 2,031

（注）セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益又は損失と一致しております。

当第２四半期連結累計期間(自 平成23年4月 1日  至 平成23年9月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高、利益または損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント 調整額 計

住環境 床 高機能材 メディカル 計

売上高

外部顧客への売上高 17,472 4,092 10,947 1,086 33,598 － 33,598
セグメント間の内部

売上高又は振替高
21 6 14 － 41 (41) －

計 17,493 4,098 10,962 1,086 33,640 (41) 33,598

セグメント利益

又は損失(△)
937 771 285 26 2,021 － 2,021

（注）セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益又は損失と一致しております。

(6)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。
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